
さっぽろ不登校サポート
事業完了報告

〒０６２−０９２１

札幌市豊平区中の島１条９丁目８番４号

TEL：０１１−２０６−６５３９

FAX：０１１−８０７−４５７９

※この事業は日本民間公
益活動連携機構
（JANPIA）の休眠預金等
活用法に基づいて援助を
受けた事業です。



なごみの想い(理念)

誰も置き去りにならない・しない地
域社会を目指して、障がいのある方
もない方もお互いの尊厳を大切にし
ながら、地域社会の一員として対等
な立場で活躍できる場づくりをして
おります。



団体紹介
今の生活にご不安を感じている方へ

障害者総合支援
さっぽろ不登校 ・引きこもり
サポート訪問支援

居宅介護
移動支援
福祉有償運送事業
３９サービス



休眠貯金事業内容



【活動実績】

不登校・引きこもりの本人またはご家族の皆
様を来所訪問という従来の形だけではなく、
訪問型アプローチ様々など様々なアプローチ
活動にてサポートしつつ、最終的には外出支
援や学習支援を通して社会に羽ばたける人材
へと成長するサポートをしていきます。

社会人となった後も様々な支援を受けること
が可能な体制を創っていく。



【事業実施概要】
学校へ行けなくても引きこもりでも「居てくれるだけでいい」

学校へ行けるようになるためのアクションプラン
アプローチ(訪問相談、メール・電話相談・情報提供)

訪問型支援を中心
に子ども、親のサ
ポートをしていく
プラットホーム的
機関である。段階
を踏んで、訪問相
談、訪問支援、移
動支援、学習支援
等を導入していけ
る仕組みを持つ。



【プラットホーム機能】



【親子の活動】



【今月の親子レク大イベント予告】

親子夏合宿
ｉｎ栗山町

雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス

2022/7/9.10 宿泊合宿



【課題設定、事業設計に関する振り返り】

見切り発車してみてあらたにわかったこと

○不登校の子どもの心理状態はうつ病を患ったときの症状とよくにている。

○本人も親も心を痛めている。

○子どもへのアクションプランの前に親へのアクションプランが必要。

○学校は通える不登校児童の対応は素人。

○学校へ行っていない間の過ごし方。
アクションのタイミング 『暇だ～』

○子どもの学校への行きしぶりは身体症状から現れやすい。

○発達障がいなどの特性が関連している場合がある。



【今後の課題と目標】

今後、この仕組みの展開
についてはマネタイズも
含めて慎重に検討してい
く。

居ていい居場所がないから、活きられない。

居ていい居場所には役割がある。

居ていい居どころには尊厳がある。

そこにはどーでもいいと思われることを真剣に考えられる仲間がいる。

ｂｙ マキノ

ご視聴ありがとうございました。


